























































































































































































































































































































































































































































































Fortheblood ofmen mustflow again
thoughorphans・tearsareshod,
語学教育研究所紀要 Vol.1418
TilanationfreetheshrineshalbeofIre-
land・sMartyredDead.
（・TheMenofEasterWeek・）
（苛まれる国土の子孫として，我々は誇りを持っ
ていつも見守っている／祖国の大義のためにこ
れまで果敢に戦い倒れた者たちを／…／そして
今こうして眠りにつく者たちを，我々は／復活
祭に我々の枷を解こうとして血を流した者たち
すべてをアイルランドの殉教者たちとして見なす
であろう／…／さぁ，同胞たちよ，復活祭に倒
れた者たちを誇りに思おう／我々に課せられた
仇敵に対する任務，もたらすべき復讐を自らの
ものとせよ／汝らの心中に，見せるべき信念を
今このとき決せよ／自由のスローガンが勇まし
い一撃を振るうように再び呼びかけたなら／と
いうのも，たとえ親を失った子供たちの涙が流
されようとも，男たちの血は再び流されなければ
ならないのだ／自由を勝ち取るまで，さすれば，
神殿はアイルランドの殉教者で築かれよう。）
これまでアイルランドのために犠牲になった数知
れない「殉教者たち」に加えて，今回の蜂起でも
犠牲の血が流されたわけだが，その犠牲はこれで
は終わらないことをバラッドは示唆している。事
実，蜂起に対して当初懐疑的であった市民は，処
刑直後には彼らを殉教者としてとらえ，反英の大
きな世論を形成してゆくこととなった。
これに対し，イェイツの作品は処刑された知人
との出会いの回想から始まり，感情を抑えた静か
な調子を保っている。彼らを匿名のままひとりひ
とりの佇まいや振る舞い，生前の姿を回顧する。
Thismanhadkeptaschool
Androdeourwingedhorse;
Thisotherhishelperandfriend
Wascomingintohisforce;
Hemighthavewonfameintheend,
Sosensitivehisnatureseemed,
Sodaringandsweethisthought.
ThisothermanIhaddreamed
Adrunken,vaingloriouslout.
（この男は学校を経営したこともあり／そして
私たちのペガサスを駆った。／彼を助け友人だっ
たこちらの男は頭角を現し／最後は名声を勝ち
得たかもしれなかった。／その本質はとても繊
細に思えたし／その考えは勇敢でいて優しかっ
た。／もうひとりのこの男は，酔っぱらいの自
惚れやだと／私は思っていた。）
プロパガンダのバラッドが，処刑された者たちを
高らかに賛美するのに対し，イェイツの作品で言
及されるのは，ピアース，マクドナ，コノリー，
マクブライトの4人に絞り，イェイツの目に映っ
た生前の姿を簡潔に描いている。彼らはイェイツ
の知人であり，マクブライトを除いて親しい関係
にあった者たちである。
アイルランドの将来に明るい兆しが見えてきた
ように思えた時に，全てを覆すような事態に詩人
は逡巡を隠せない。この蜂起に対する必然性や妥
当性を問い，彼らの犠牲に対する無念さを吐露す
る。これまで穏やかに流れてゆくように思えた時
流は，彼らの投じた一石によって，逆流する暗い
恐怖の予感となって彼を襲う。
Thestone・sinthemidstofal.
Toolongasacrifice
Canmakeastoneoftheheart.
Owhenmayitsuffice?
......
Whatisitbutnightfal?
No,no,notnightbutdeath;
Wasitneedlessdeathafteral?
（その石がすべての中心にある。／あまりにも
長い犠牲が続くと／心から石が作られる／あぁ，
いつになったら心は満足するのだろう？／…／
黄昏だったのだろうか？／いいや，そうではな
い，夜の闇ではなく死なのだ／結局のところ，
無駄死にだったのではないのか？）
予想さえできなかった事態，それによって虚しく
流された血の犠牲，犠牲者への悲嘆とともに愚行
に対する怒りを滲ませる。そしてこの事態が引き
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起こすだろう暗い将来の予感は通り一遍の詩句で
は表現できなかったと私は考える。犠牲を美徳と
見なす風潮，価値観の逆転，そして一挙に死に傾
こうとする恐怖の予感がイェイツを捉えたのでは
ないか。その結果 Alchanged,changedut-
terly/Aterriblebeautyisborn.（すべてが，
すべてが本当に変わってしまったのだ／恐ろしい
美が生まれたという衝撃的な詩句が生み出され
たと言えよう。
このあまりに有名な詩句を例にして，星野の述
べる 栄光と悲惨の同時存在の意味を探ること
ができるように思える。星野は，優れた作品がい
かに成立するかの説明をコールリッジ（Samuel
TaylorColeridge,17721834）のことばを借り
て次のように説明している。
不信の自発的暫定的停止の状態を，読者の
意識に引起こすことによると言ったが，不信
とは，作者の思想信条に対する不信であること
を考えれば，読者の側に受動的に生じるこの現
象と類似の意識の現象が，作者が詩の制作に向
かう際にも，おのれの思想信条の暫定的止揚と
いう形で，そこから精神の高貴性への転位を成
就しながら，同じく，しかし多分に能動的に起
こるのではなかろうか。作者のそのような意識
のはたらきと読者のそれとが，作品を仲立ちと
して，いわば回路がつながるとき，詩的感動の
電流がながれるのであろうし，いわゆる伝達が
成立する。伝達される感動，それは言うまでも
なく，精神の高揚の状態であり，高貴性への転
位の状態であることになる（9）。
悲惨な結末を迎える蜂起と犠牲に対して悲嘆にく
れる個人としてのイェイツ，蜂起の意味をどのよ
うに捉えてよいのか判断にまよう詩人イェイツ。
愚行とも言える彼らの無謀な行為が英雄的行為と
して美化されてゆく瞬間，これまで築き上げたこ
とが覆り，さらに血で血を洗うような事態が予測
される禍々しい予感。イェイツ流の表現で言えば，
愚者と賢者，醜と美，無秩序と秩序，負と正の対
立概念が一転にして入れ替わる事実を目の前にし
たと言ってよかろう。イェイツの精神の中で，筆
舌に尽くしがたい状況＝現実の「愚」を，星野の
ことばを借りると 高貴性の転位に図った末に，
すべてが，すべてが本当に変わってしまったの
だ／恐ろしい美が生まれたという象徴的な詩句
に結晶させたと考えられないであろうか。そして，
暗黒と狂気の力が支配する予感を伝えるこの2行
に，私たちは戦慄する。
V 理解できないところへ導くことば
さて，ここで再び鷲田氏の 理解できないとこ
ろへ連れてってくれる言葉が大事という発言を
思い出してみたい。プラトンは「魂の弱い部分，
劣った部分に害をなす」として詩のことばの力を
退けた。さらにニーチェの解釈は，理性＝アポロ
的なもの，情動＝ディオニソス的なものに弁別し，
詩を後者に属するものとした。詩は，ある啓示
（インスピレーション）を受けて綴られるもので
あろうが，情動にまかせれば成立するというもの
ではない。一時的感情の高ぶりは，瞬間的な感情
の昂揚を伝えることができるかもしれないが，私
たちの精神を新たな地平，異なる次元に導くこと
はないのでないかと私は考えている。
イェイツは，かつて自身の作品で Ithinkit
betterthatintimeslikethese/Apoet・smouth
besilent,forintruth/Wehavenogifttoseta
statesmanright;（このようなときには／詩人
は沈黙している方がよい。事実／詩人は政治家を
正せるような才能に恵まれていないから）と語っ
ている。一読すると，詩人は現実に働きかけ力に
乏しい無力な存在で，年寄りや子供の慰めにしか
ならないとへりくだっているのだが，おそらく，
ここにプロパガンダ作者と詩人との境界線を引い
ているとも受け取れる。先述したように，『キャ
スリーン・ニ・ホーリハン』が市民を戦いに駆り
立てたのではないかと批判された経験からも，自
らの意図とは関係なく人心を動かしてしまう恐怖
を知っていたはずである。さらに，政治の手段と
して利用される詩は，アイルランド文学に普遍性
を与えるという自身の理想に反する。プロパガン
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ダに語られる内容は，イェイツにとっては真実を
伝えるものではないからである。それを裏付ける
陽に，彼はグレゴリー夫人に蜂起後のダブリンの
様子を次のように伝えている。
IwasinDublinalittlelaterandIfoundeve-
ryonetalkingofthelastmomentsofthe
executedmen.Someofthefinethingshad
beensaidanddonebutmanywerelegends.
Dublincynicism hadpassedawayandwas
inventingbeautiful,insteadofderisive,fa-
bles.
（私は少しして後にダブリンにいたのですが，
誰もが処刑された者たちの最期の瞬間を語って
いました。そこでは立派なせりふ，立派な行い
をしたことが語り草になっていたのですが，そ
の多くは言い伝えにすぎないのです。ダブリン
の皮肉な見方は消え失せ，人々は嘲笑の代わり
に美談を作り上げていたのです。）
と語るイェイツは，当初冷ややかに蜂起を見てい
た市民が処刑者たちにまつわる様々な美談を作り
上げる状況に戸惑いを隠せない。おそらく，彼の
心を最も苛んだものは人々の変節する様であろう。
「最後のロマン派」とかつて自身を形容したイェ
イツにとって，時々に変わる世論の流れは思いが
けないものではない。それよりも，まことしやか
に伝えられる言説が事実として受け取られ，大衆
を導いてしまう，そこから生まれる恐怖であった
のではないか。その後さらに続く，アイルランド
のみならずヨーロッパ全体は 生きることが困難
な時代を迎える。無秩序の混乱の兆しを感じ取
り，禍々しい社会の動向を背景にして，2000年
の眠りから目覚めた怪物 Ashapewithlion
bodyandtheheadofamanの誕生を，イェ
イツは ・TheSecondComing・に描くことにな
る。巨大な力が秩序を取り戻す「聖獣」なのか，
破壊神なのかも明言せずに終わる作品は，2001
年9月11日，ニューヨークの同時多発テロが起
きたとき，21世紀の社会を予感させるもの，そ
して警鐘を鳴らすものとして広く知られた。
現代詩は難解とされ「よくわからない」という
理由から，現代では未読のまま書架に眠っている
作品が多い。ある意図を持って書かれたプロパガ
ンダのような詩は一読すればその意図が理解でき
るわかり易さを備えているが，そのわかり易さに
よってどこに導こうというのだろうか。先に引用
した鷲田氏との対談の最後に高橋氏がこのように
締めくくっている。
中2の冬，うどん屋で突然友だちが吉本隆明さ
んの詩集を出して，朗読してくれたんです。僕
は1行も理解できなかった。でも感動して泣き
たくなった。理解はできなくても，感じること
はできる。そしてそれはとても大切なことだと
思います。
イェイツ作品のテキスト
TheVariorumEditionofthePoemsofW.B.Yeats
（Macmilan,1989）
（1）「言語 無限の読み方 折々のことば」朝日新
聞 文化・文芸（2016年1月29日13版）
（2）『ひらめきと，ときめきと』（あきは書館，2015
年）
（3） 星野徹：茨城大学名誉教授，研究書には『詩論
と批評』（沖積舎，1980），『車輪と車軸』（沖積舎，
1981），『現代イギリス詩覚書』（沖積舎，1995）
その他多数，翻訳書には『洪水伝説』（国文社，
1973），『古代の芸術と祭祀』（法政大学出版局，
1974），『イーディス・シットウェル詩集』（思潮
社，1993）その他多数，詩書には『芭蕉四十一篇』
（笠間書院，1976）『玄猿』（第13回日本詩人クラ
ブ賞受賞 沖積舎，1979），『楽器または』（思潮
社，2002），現代詩文庫『星野徹詩集』（思潮社，
2007）その他多数。
（4） 星野徹，Ⅲ 詩書批判『薔薇水その他』（国文
社，2014年）
（5） 大島邦行「白亜紀」143号（白亜紀の会，2015
年）53頁
（6） ライオネル・トリリング，野島秀勝訳『誠実
と ほんもの』（法政大学出版局，1989年）．
（7） LadyGregory,SeventyYears（ColinSmythe,
1973）pp.532549.
（8） LadyGregory,TheKiltartanPoetry,History
&WonderBooks（ColinSmythe,1971）
（9） 星野徹，136137頁
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TheForceandPotentialofLanguage:
TheBoundarybetweenPoetryandPropagandisticWriting
―intheCaseofW.B.Yeats・s・Easter1916・
andaBaladeinaBroadsideSheet―
KunieEBISAWA
Abstract
InordertocopewithglobalizingsocietyEnglisheducationinJapanhasbeenfocusingfora
longtimemuchuponhowtoimprovesufficientlytheskilsofEnglishlearners.Variousteaching
methodshavebeenintroduced,invented,andtried.Someofthemmaybenoteworthy,butitis
difficulttojudgewhichmethodismosteffective.Infact,manyofthemarestilbeenbeingex-
amined.
Inthecourseoftheseenthusiastictrialsbymanyeducators,itseemsthatmoreandmore
learnershavecometofeelafraidofusingthelanguage,orwhatismuchworse,itseemsthatthe
learnershavebeguntoloseinterestinlearningit,despiteunderstandingthatEnglishskilsare
necessary.Thisdiscouragingtendencyiscontradictorytooureducationalaim.Toomuchem-
phasisuponpracticalusageoflanguagemightcausetheirpassiveattitudetowardlanguage
learning.Recently,Ihavecometostronglyfeelthatitisnecessarytoteachanattractivequality
ofsoundandsomeprofoundfunctionsoflanguageinadditiontoprovidingdifferentwaysof
thinking.
Thispaperarguesthatpoetrywouldbeeffectiveandappreciatedevenineducationalfields
becauseithasacertainfunctionwhichmayrestoreinterestinlanguage.Poetryhasbeencriti-
cizedforitslackoflogicalthoughts,clarity,andpracticality.Onthecontrary,poetryprovides
avarietyofpotential:images,association,multipledefinitionsofwords,rhetoric,andmelodious/
musicalsound.Thereshouldbe,however,adefinitedeferencebetweenpoetrytobeappreciated
andpropagandawriting.BycontrastingYeats・spoemwithpropagandawriting,Irevealpoten-
tialstrongpointsinpoetryinlanguageexpression.IconcludethatsomeofpoemsinbothJapa-
neseandEnglishcouldbeappreciatedinordertostimulatelearners・feelingsandalowthemto
perceivethequalityandbeautyoflanguage.
